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　有尾両生類 に お け る誘導肢 に 関 し て は ，
こ れ まで 多 くの 莇究がある が ， 丘 （

’34
，

’36
，

’43
，

’52）は サ ン シ

ョ ゥ ゥ オ 幼生 に ヒ キ ガ エ ル 幼生 の 肢芽 を移植 して ， 従来 ほ とん ど未 開拓な状態 で あ っ た 肢 に よ る脹 の 同発生

誘導 を研究 し ， 誘導薮 に 関す る問patc多 くの 重 要な解明 の 手が か りを与 え た 。 そ の 一つ に 誘導肢 の 側性 の 問

題 が あ る。

　従来異発生 誘導即 ち肢以外 の 誘導原 を用 い て 生 じる誘導肢 に お い て は ， 体側に 調和的 な もの よ り非 調和的

な側性 を有す る もの が は る か に 多 く生 じる こ とが ， しば し ば報告 さ れ て い る （Baiinskγ，
’33

，
　 Takaya

，

’41
，

Ichikawa ＆ Amano
，

’49）。丘 に ょ ると異 口問肢 移植 に お い て ， 誘導 肢 の 側性 は移植 肢 の 側性ない し は 移植

方向 と は 関係な く，誘導肢 と 正常肢 と の 相対的 位置 関係 に よ っ て 定ま る。すなわ ち誘導肢 が移植肢 に よ りへ

だ て られ る と きは 調和肢 ， 正常肢 と直接耜対す る と きは 不調和肢 と な る と い う。

　他方 ， 碓 井
’51

， （関東支部大会講演）は サ ン シ
ョ ウ ウ オ 幼 生 を用 い ，そ の 前肢 を種 々 の 条件 の 下 に 同種問

移植を行 っ た が ， 後肢直前位置で の 移植に お い て ， 移植前肢 と密 接 に関係す る過剰肢 （前肢 ） と正常後駮 と

密 接 に 関係 を示 す過 剥 肢 （後 肢 ） の 二 種 の 過剰腫 を 区別 した。 こ れ ら二 種 の 過剰肢 の 側性 も丘 の 見出 した前

記 の 法則 に 合致す る こ と をみ て い る 。 しか し こ の 場合は 過剰 肢の 生成位置は移稙肢 の 移植方向と一定 の 関係

を示 した。

　そ こ で 異 目問移植即 ち ヒ キ ガ エ ル 肢芽 をサ ン シ ョ ウ ウ オ に移植 して 生 じ る誘導肢 に お い て
， そ の 側性 に 重

要 な 意 義 を も つ 生 成位 置 が 単 に 偶然的 に 定 ま る の か ，そ れ と も移植肢 の 移植方向 と の 間 に 何等 か の 関係があ

る の で はな い か と い 5 こ と があらた め て 問題 とな る。

　さ らに 碓 井 の 実験 に お い て は ， 前述 の 正 常後肢 と密接 な関係 を持つ 過剰 肢 は ， 正 常後腋附近で の み 得 られ

か つ 肢移櫃 以 外 の 手術 ， た と え ば 生 殖腺原基の 移植 や除去 に よ っ て さ え も生 じ る可 能性 が あ る （Humphrey ，

’33）。 そ うな る と 丘 は 正 常肢 附近だ けで 移埴 を行っ て い るの で ，彼 の 得 た誘導肢 に は ， こ の 正常肢附近で の

み 生 じそ れ と深 い 関係を もつ 過剰 肢 が 含 まれ て い る可能性 毫考え られ な くはない
t）

。 そ こ で 丘 の 見出 L た前

記 の 関係 が 正 常膜 か らは なれ た側腹一般 で 得 られ る誘導肢 に も成 立 つ か ど 5か を吟昧 して 見 る必 要がある の

で は な い か と思われ る。

　著者 は 1952 年 よ り 正956 年 に か け て ，サ ン
／
シ ョ ウ ウ オ 幼生 を用 い

、 正常 肢 周辺 の み な らず ， そ の 間 の 側腹

の 諸部位に もヒ キ ガ エ ル 肢芽 を移植 し ， 移植方向 と誘導 肢 の 生成位 置 や 側性 との 関係 を調 べ た 。 そ れ に よ る

と
， 異 目間移植 に お い て も 移植方向 が 誘導肢 の 諸性質 に 何等 か の 閲係 を もつ こ と を示す よ うな縞果 を得た 。

そ れ に つ い て は近 く報告す る予定で あ るが ， た ま た ま 1959年イ モ リ幼生 に ヒ キ ガ エ ル 肢芽 を移植す る実験

を予備的に試み た と こ ろ ， そ の 結果得 ら れ た 誘導肢 の 分化は ， 上 記 の サ ン シ ョ ウ ウ オ で の 実験 に お け る誘導

肢 に くらべ て 極 め て よ く，サ ン シ ョ ウ ウ オ で の 実験 で 不朋 確 だ っ た 点 を理 解す る ヒに も好都台の よ う に 思 わ

れ る。そ こ で サ ン シ
ョ ウ ウオ で の 実験 に 関す る 報 文に 先 だ っ て

，
・f モ リ を用 い て の 実験結果 を予報的 に 報告

す る こ と と し た。

　 こ の 研究 に あた り種 々 有益な御批判と御示 唆をた ま わ っ た 丘 英通教授な らび に 直接御指導 い た 更 い た磋井

益雄助教授 に 謹 ん で 感謝 の 意 を表す る 。

1） さ し あた っ て は生成機構 の 如何 に か か わ らず，移植体 に接 して 生 じ，宿主材料 よ りなる過剰肢 をすべ

　て 誘導肢 と よぶ ζ とに し て お くo

（4 ＞
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材 　料　及　び　方　法

　宿主 と して ， イ モ リ （7
’

rit “ r
’
us 　Pyrrlvagastei’）の 発生 段階 44− 45 （岡 田 ・市川，

】4ア） の 幼生 ， 移植肢

と し て ヒ キ ガ エ ル （Bufo 　rntlgaris ）の 幼 生後肢 の 長 さ1基部 直径 が 1・511− 2／1 の もの を用 い た。

　移植位置 は 左 体 側の 後肢直前 （Pa 位置）及 び前後肢 間 の 側腹中央 （M 位置），移値 方向 は 正常 の 向 き （前

後軸 ， 背腹軸と も宿主 と一致 ： aa ・dd）及び前後軸 の み 逆転 した向 き （ap ・dd ） の 2 通 りと し た 。

　移植 に あ た っ て は ，材料 を ク ロ レ ト ン で 麻酔後，移植 に 用 い る肢芽 を眼科用手術は さ み で 基部 周囲 の 体壁

を くりぬ くよ うに して 切 り取 り， そ の 基部 を移植位置 に ピ ン セ ッ トで 作 っ た さけ め の 中 に 挿入 し た。

　手術 し た 動物 は
一

定時問後 ， 手術 の 適否 をた しか め ， 飼 育容器 に 移 し，変態 の こ ろまで 飼育 した。

　そ の 後 25％ ホ ル マ リ ン で 固定し ， 肢 の 骨格は メ チ レ ン 青に よ る 全体染色 をほ ど こ して 観察 した 。

結 果

実験掴体数，移植 肢 及 び誘導肢 の 発生 に関し て ま とめ る と第 1表 の よ うに な る 。

第 1表　移植 肢 及 び誘導肢 の 発生

移 植 位 置

移 植 方 向

移　 植 　 数

移 植 肢 退 化

誘導肢 の 発生

M

aa ・dd

8500

ap ・dd

1

QU51

Pa

aa 。dd

15712

（＋ 2）
畳

ap ・dd

1679

斎 管

（十 1）
”

計

472425

（＋ 3）
−n

芸

（ ）内の 数は 移植肢 とお きか わ っ た誘導肢 の 数 。

eex
うち 3 例 で は移植 肢 の 前 と 後 に 誘導肢 を生 じた 。

　 a 　移植肢の 分化

　実験個 体総 数 47 中 24 例 （51％） で は ， 移植肢が完 全に 退化 吸 収され た 。
こ れ ま で行 っ て きた ヒ キ ガ エ

ル 後 肢 芽 の サ ン シ ョ ウ ウ オ 幼 生 へ の 異 目間移植 の 場台 に く らべ る と ， 移植肢 の 退 化 吸 収 され る率 が非 常 に 高

い
1）。し か し残 りの もの で は ， 移植 肢 は小 笑起の 状態に 止 ま るか ， 更 に 進 ん で 或程度 の 分化 を示 した 。　よ く

分化 した場台 icは ，
ヒ キ ガ エ ル 肢 骨 格の 各部 の 区分が明瞭 で

， 開骨や趾骨 もみ と め られ ， 側 性 を 明 らか に判

定 出来 る もの も少 な くな い （約 25％ ， 第 1図）。 な お サ ン シ ョ ウ ウ オ への 移植 の 場 合 と 同様 J 移植肢 の 重複

第 1 図　イ モ リ側螟 に移植 さ れ 比較的 よ く分化 した ヒ キ ガ エ ル 肢 の 外形 （右 ）及 び骨格

　（左） 〔59− 522〕手術後 50 口の 右 肢 。

Fig．　 L 　Transpluntcd 　Bufo 　limb （right ）and 　its　skeleton （Left）showing 　a　consider −

　 able 　degree　of 　d菫fferentiation．

1）　 サ ソ シ ョ ウ ウ オ 幼 生 に 移植 さ れ た ヒ キ ガ エ ル 肢芽 は ，
Oka （

’43）に よ る と lfl− 1．5！1 の 肢芽 移植で

　267 例 中36 （13％） に お い て 退化吸 収 ， 私 の 場合 ICは 移植肢 の 発生段階 （0．511− 211移植）や移植位置

　で 異 な るが ， 平均 して 7％ で あ る 。

（ 5 ）
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は全然 み られ な か っ た 。

　移植肢 の 構成材料 に つ い て は組織学的 に 調 べ て は い な い が ， 丘 （
’34

，

’36）が サ ン シ
ョ ウ ウ オ に 移植し た

ヒ キ ガ エ ル 肢 に つ い て 見 て い る の と大 体 同様 に ， 骨 格 は ヒ キ ガ エ ル ，表皮 と 血管は 宿主材料 よ りな る もの の

よ うで あ る。なお 丘 の 場合筋肉 は 全然 み と め られな か っ たが ， 本 実験 で は よ く分化 した移植肢 に は僅 か で は

あ る が筋 肉が み られた。

　なお 次 に 見 る よ 5 に
， 移植 脚 ⊂ 接 し て しば しぼ誘導肢 が形 成 さ れ た が ， 移植肢 の 分化 の 度合 と誘導肢形成

の 有無 と の 問 に 特 に 関係 は 認 め られ ず ， 移植 肢 が 吸 収 さ れ．た 場合 で も，し ば し ば 誘 導肢 が得 られ て V・ る。

bM 位置 に お け る 誘導肢

　aa ・dd 移植 を行 な っ た 8 例 中 3 例 （37％） で ， また ap ・dd 移値の B例 中 1例 （12％） で 誘導肢 を生 じた

（第 1表 ）。

　 aa ・dd 移植 の 3 例 の 誘導 肢 中 2 例 は完 全肢 で 後肢 ， 残 り 1例 は 先端部 の 分化悪 く基部型肢 で あ っ た 。 ま た

ap ・dd の 1例 の 誘 導肢 も基部型 肢 で あ っ た （第 2表，第 2 図）。

第 2表 誘 導 肢 の 分 化 型

移 　植 位 置 M Pa

移　植 　方　向 aa ・dd ap 。dd aa ・dd ap ・dd

分

化
型

肢

肢

明

　

型

全

　

不

　

部

完

基

型

21

1

Qげ

32

8kl

十
壬
爵 3 1 ！4 IO

｝
は 移植！肢 と お きか わ っ て 生 じた 誘導肢 。

a

P
）

’

A

へ

r
へ

げ

ぐ

B

認
丶

C

第 2 図　M 位置 に お け る誘導肢 　A ： ［59− 5331aa ・dd 移植 に お け る 誘導陵 。 不調和肢 で ， 植体移

　 は 完 全 に 退 化。　 B ： ［59− 5321aa ・dd 移植 に お け る誘 導鮫 D 基 部 型 の 分 1ヒを示 し ， 不 調 和 肢 で

　あ る。C ： ［59 − 521］ ap ・dd 移植 ｝（ お け る誘 導 肢 。 基 部 型 で 調 和 肢 で あ る。 移 植 体 は完 全 に 退 化。

　Tr．移植体 。

断 退 化 した 移植肢 の 位置　　矢印 は宿主体 の 前 （a ）後 （p）軸 を法す。

Fig．2．　 Induced 　hmbs 　 at　 the 　bcafioll　M ，　 A ．　 Induced 　 disharmonic 　 llmb 　 in．the 　 aa ・dd・

　transplantation ．　 The 　 graft　 was 　 resorbcd 　（Case 　 59− 533）、　　 B ．　Induced 　 disharmonic

　limb　 of 　the　proximal 　 type 　in　the 　aa ・dd−transplantation 　（Case　59− 532）．　　 C ．　Induced

　harmonic　 limb　 of 　 the　 proximal 　 type 　in　the 　ap ・dd・transplation ．　 The 　 transplant 　 was

　resorbed 　（Case　59− 521）．　　　Tr ：　transplant．　　　
ec−
　lndicates　the 　site　of 　transplantatien ・

　The 　 arrGw 　 pQints　to　the 　 anterior 　 cnd 　 of 　the　 animal ．

（ 6 ）
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aa ・dd 移植の 誘導 肢 は い ずれ も移植肢 の 後方 （尾方） に生 じ， 不調和肢 で あ り，　 ap ・dd 移植 の そ れ は移

植肢 前方 （頭方） に 生 じ 調 和 肢 で あ っ た （第 3 表）。

eg　3 表 誘 導 肢 の 生 成 位 置 と 側 性

移 　植 　位　置 M 1 Pa

移　植 　方　向

側 性

生

成
位
置

移植位置後方

　 〃 　　 前方

移 植 位 置

aa ・dd ap ・dd i aa ・dd ap ・dd

謙 欄 轍
．

調 轍 不融 1調 槭 不 調櫞 調轍 不 調槭

3

1

2畳

12

9IM

（3）

（ ） は 第 2の 誘導肢

X
移植 臓 とお きか わ っ て 生 じた 誘導 肢 （側性不明）

　 CPa 位竃に お け る誘導肢

． aa ・dd 移植 を行 な っ た 15 例中 14 例 （93％）で 誘導肢 を生 じた 。 5ち 2例 は移植肢 とお きか わ っ た過剰

肢 で 分化不完全 で 且不規則 な形 を して い るが ， 他 の 12 例 は い ずれ も移緬 肢 と正 常後肢 の 間 に 生 じた不 調 和

な後肢 で
， 正 常後肢 と 完全 に 分離 す る もの 7 例 か ら， 並 脚 （ZeugQpodium ） で 重 複 す る もの まで 種 々 の 程度

の 重複 を云 した 。 後者 に お い て ，
9 例 は 完全該 ， 残 り 3例 は 基部型分化 を 示 し た （第 2 表，第 3 図）。

丶． 、

ゴ

B

〕

C

第 3 図　Pa 位置 aa ・dd 移植 に よ る誘 導驥　A 匸59 − 507】，　 B ［59− 562］，　 C 【59 − 510】誘導

肢 （II）が正常肢 （H ） と移植 体 （Tr ＞ の 問に 生 じ， 不調和肢 で ， 正常肢 と種 々 の 程度の 重

複の 形 を と る こ と を示 す 。
B 及 び C で は移植体 が完全 に退 化 。

Fig，3．　Induced ］imbs　in　the 　 aa ・dd −transplantatlon 　 at 　the 　loc．ation 　Pa ．　 A ．　Induced 　dis−

　harmonic 】imb （Gase　59 − SO7）．　B ．　 Induced 　disharmonic 　limb．　The　 graft　 was 　 resorbed

　（Gase　 59− 562）．　 C ．　 Induced 　 disharmonic 　 limb 　 fused　 with 　 the 　 host　hindlimb　to　form

　 adouble ［imb　Df 　the　tibiar　type ．　The 　transplant 　 was 　rcsorbed （Case　59 − 5SO）．

　Tr ：　transplant
，　1【： induced 　limb

，　H ： host　hindlimb 、

　aa ・dd 移植で は ，
】6 例 中 10 例 （63％） に誘導肢 を 生 じ た が ， うち 1 例は移植 跂 とお きか わ っ た 分化の

悪 い 不規則な形 の 過剰肢 で あ っ た。残 り 9 例 の うち 6 例 に 細 い て 移植 肢 前 方 に 調 和肢 を ， 他 の 3 例 で は 同

（ 7 ）
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じく移植肢 前方 に 諮和骸 を生 じた ほ か に ， さ ら に 移植 肢 と 正 常 肢 の 開 に 不 調和 の 第 2 の 誘 導脹 を生 じ た 。 移

植 肢 前方 に 生 じた誘導肢 9 例中 8 例 は 完全後肢 ， 残 り1例は基部型肢 で あ っ た。また移植肢 と正常後肢 の 間

に生 じた不 調 和の 誘導肢 の うち 2 例 は，正常後 肢 の 並脚部 よ り重 複 し た形 の 完全後 肢 ，残 り 1例 は 正常後 肢

の 趾 一
部 の 重複 し た形の もの で あ る （第 2

，
3 表，第 4 図）。

　
ミ

第 4 図　Pa 位置 ap ・dd 移植 に よ る誘導蕨 ，
　 A ［59− 513］，

　 B ［59− 517］，
　 C ［59 − 568］ は

ap ・dd 移榔 ⊂ よ っ て ，誘導 肢 （II） が 移植 肢 （Tr ） の 前方即 ち移植体 に よ り1ε常肢 （H ）

　と へ だ て ら れ た 位置 に 発 生 し，調和肢で あ る こ と を示 す 。 移植体 の 退 化 した も の 　（B） に お

　い て もこ の 関係が保た れ る 。　　 III ： 第 2 の 誘導肢 。

Fig．4．　Induced 　limbs　in　thc 　ap ・dd −transplantations 　at 　 the 　 location　 Pa ，　　A ．　Induced

　harmonic 　limb　（Case　59 − 513）．　　B ．　Induced 　harmonic　 limb ．　The 　was 　resorbcd ，

　（Case 　59 − 5重7），　　C．　Induced　harmonic　limb （H ） was 　 arised 　just　 antcrior 　 to　the

　graft　and 　the　induced　disharmonic　limb （III）　was 　occurred 　between　亡he　graft　and 　the

　norma 玉 hindlimb （Gase　 59− 568）．　T1』： transplant
， 　II ： induced 　 limb

，
　 H ： host

　 hindlimb ．

考 察

　 ヒ キ ガ ェ ル 肢芽 をサ ン シ ョ ウ ウ オ 幼生 に 移瓸 した 場合得 ら れ た誘導肢 は ，

一
般 に分化が悪 く， 不完全肢が

多 い の に 対 し． こ の 実験すな わ ちイ モ リ幼生 ヘ ヒ キ ガ エ ル 肢芽 の 移植 で は，同 じ く異 目間移植 で あ る の に 関

わ らず ， 誘導肢 の 分化は非常 に 良好 で ，大部分 に お い て そ の 種別 （前後肢 の 別）や側性な ど を明 確 に判定す

る こ と が で きた o 従 っ て 結果 を整理 す る ヒに も好 都 合 で あ っ た e

　さて 丘 ぐ43，

’52） は サ ン シ
ョ ウウオ 幼生 の 正常前後肢 附近ヘ ヒ キ ガ エ ル 肢芽 （発 生 段階 lll− 1．5／1，但

し
’52 で は 111 の み ）を異 目間移植 し て 得 られ た 誘導肢 の 側性 lc関 し次 の よ 5な仮説 をた て て い る 。 即 ち

誘導肢 が正常肢 と直接面 した位置 に 生 じた場 合に は，不調和荻 とな り， 移植肢 に よ り正常肢 と へ だ て ら れ

た 位 置 に 発生 した 場 合 は 調 和 肢 とな る。上 記 の イ モ リ で 得 られ た 誘導肢 の 側性 も， 移櫃肢 とお きか わ っ た側

性 の 判定 で きない 3 例 をの ぞい て い ずれ も こ の 法則 に 合致 し て い る わ け で あ る。もっ ともこ の ばあ い
， 丘

は 彼 の 行な っ た移植 条 件 の 範 囲 内 に関 す る か ぎ り移植方向 は 誘導 肢 の 生成位置 ， した が っ て そ の 側性 に 毛

特 に 関係はな い と し て い る 。 そ こ で まず移植方向 と誘導肢 の 生 成位置 の 関係を調べ て み る と ，
M 及 び Pa

位置共 に aa ・dd 移植 と ap ・dd 移植 の 問で ， 誘導肢 の 生成位置 に 明瞭 な差が見出 され る 。 い ま移植肢 が ，

そ の まま誘導肢 に お きか わ っ た もの 3例 を 除 くと ，
aa ・dd 移植 で は移植位置後方 （移植 肢 と正常後肢 の 閻），

（8 ）
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ap ・dd 移植 で は移植位置前方 に 誘導肢 を生 じる傾 向 が 認 め ら れ る （第 3 表）。

　次に 本実験 ｝こ お い て は ，
M 位置 で も， 完全 な後肢が誘導 され て い る の で 一応 M

，
　 Pa 位置 と も後肢 の 場 に

属す る と考え られ ，そ の 場合 M ，Pa 位置 は後肢 前域 に あ た る。そ こ で 正常後 肢 との 関係 を み る と ，
こ れ ら

誘導肢 の 側性 は ， 斤 の 仮説 に 合致 し て その 位置関係 に よ っ て 定 まる。 即 ち aa ・dd 移植 で は ， 誘肢導は 正 常

肢 に 直 接面 し て 不調和肢 （極性 ap ・dd ），
　 ap ・dd 移植で は誘導肢 は移植肢 に よ り正 常肢 と へ だ られ て 調和肢

（極性 aa ・dd） とな る。 こ の 際注 目す べ き こ とは ， 移植体 の 残存 の 有無 は ， 結果 lcca係な く， 初 め の 移植方

向 に した が っ
て 上 記の 関係が正確 に 保た れ る こ と で あ る （第 2

，
3

，
4 図）。

　 さらに Pa 位 置 で の ap ・dd 移植 ｝（ お い て 得 られ た ， 移植肢 と正常 肢 の 間IC生 じ た 3例 の 第 2 の 誘導肢 は

い ずれ も正常後肢 と鏡像 を なつ
一
不 調和 肢 で ， や は りE の 仮説 に合致 して い る （第 4 図 ， 第 3 表）。

　 し た が っ て 本実験 に お い て は，誘導肢 の 側性 に 関 し て 正常肢 附近 の み な らず M 位置 に お い て も，丘 の 仮説

が な りた つ わけで あ る 。

　 なお Pa 位置 で 得 られ た ， 移植肢 と置換 し て 生 じた 3例 の 過剰肢はい ず れ も． 分化が悪 く分化型 ， 側性 と

竜判定 で きな か っ た 。

　 また実駿数が少 な い た め
一

般的な こ と は い え な い が，本実 験 に 関す る か ぎ り誘 導肢 は 移植 肢 の 背方 あ る い

は 腹方 に は生 じな か っ た。誘導肢 が更 に 重複 し た もの もなか っ た 。

　丘 （
’36

，
　

’CO）は 肢 に よ る 肢 誘導 に お い て は ， 移植肢 は宿 主体壁 に潜在す る肢 形成能 を よ び さ ま し， さ ら

に 一度肢 の 発 生 が始 ま る と ， 多 か れ少な か れ生 じる 肢 の 性質決定 に も関 与 す る もの で あ ろ 5 と考 えて い る。

こ の 後 の 過程 で は ， 移植 肢 と宿主 の 類 縁 関係 lCF“じて ， 同種間 で は 移植 肢 が 誘導 肢 の 諸性質決定 に 強 い 影響

を觜 つ が ， 異種間 ， 畏 目問 と類縁 が 遠 くな る に つ れ て ， 移植 肢 の 誘導肢 に対す る影響 は減少す る 。 そ し て 異

目問移植 で の 同発性肢 誘導 で は，ほ と ん ど異発生誘 導 と等 し く移植体 は単 に 肢 形成能 を覚醒 させ る作用 を有

す る だけ で ， それ以 」二に 誘導肢 の 諸性質 の 規定 に あずか らな い と し て い る 。

　 し か し今 回 の 実験 で は 移植 肢 は 単 C・C 肢 形成を誘 発す る だ け で な く，
上 に 見 た よ うに 移植 肢 の 移植方 向が誘

導肢 の 生 成位置 を規 定 し ， 従 っ て その 側性決定 に も関与す る よ うに 思 われ 6。
サ ン シ ョ ウ ウ オ 幼生 の 種 々 の

位置 に
， 丘 が用 い た の よ り進 ん だ 発生 段 階 の ヒ キ ガ エ ル 肢芽 （1．5fl− 211）を移植 した 著 者 の 1952− 1956 の

実験 に お い て は，誘導肢 の 生成位置 が移植方向に 応 じて 正常肢 と移植肢 に 対 し…定の 関係 を と る様 な結果 を

得 た 。 さ ら に 今回 の 実験 す な わ ち イ モ リ幼 生 ヘ ヒ キ ガ エ ル 肢 芽 を移植す る とい う組合 せ に お い て は ， よ り明

瞭 に 同様 の 関係 を認 め る こ とが で き る 。

　 そ れ で は ど う して 丘 の 場合 ， 誘導肢 の 生 成位置 な い し そ の 側性 が 移植肢 に よ り規定 さ れず ， 著者の 場合は

移植 肢 に よ り規定さ れ る と い うよ うな結果 が 得 られ た の だ ろ うか。そ れ に つ い て ， 発生段階を異に した ヒ キ

ガ エ ル 肢 芽 を サ ン シ
ョ ウ ウ オ幼生 に移植 し た著者 の 実験 （未発表） の 結果 は或程度 の 示竣を 与 え る よ うに 思

われ る。

　 そ の 実験 に よ る と ， 移植肢 の 発 生 段階 が異 な る に つ れ 移植肢 の 分化 ， 誘導肢 生 成率 ， 誘導肢 の 分化 に 差 が

み られ る。ま た誘導肢 の 生 成位置 に 関 して も，若 い 発生段階 の 移植肢 で は ， 移植 肢 と の 相関関係 は ， は っ き

り認 め られ な い が ， よ り進 ん だ発生段階 の 移植肢 を用 い た と きは ， 何等 か の 規 定 に あ ず か る よ う に 思わ れ

る 。 イ モ リ幼生 ヘ ヒ キ ガ エ ル 肢芽 を移植 し た 本実験 に お い て も， 少 な く と も 1．511−−211 の 段19　i（ 達 し た ヒ

キ ガ エ ル 肢芽 を移植す る と きは ，誘導肢 の 生 成位置 や 側性に対 し何 等か の 影響 を もつ もの の よ うに 思わ れ る 。

　 こ こ で
一

応考 慮 し なけれ ばな らな い の は ，
Balinsky（’33）の イ モ リ （Triton） に お け る鼻原基の 同種間移

植に よ る 肢 誘導 の 実験 で ， 鼻原基 の 特 に 感覚 ．E皮が誘導肢 と深 い 関係があ る こ と を 見 て h る 点で あ る 。 本実

験 に お い て も， 位置関係 に つ き見方 を変 えれ ば ほ と 1ん ど す べ て の 場合， 誘導肢 は移埴 肢 の 特定 の 部 位が肢

を誘導する よ うな印象 を 楽、受け る 。 し か し移値版 ． 正常肢 ， 誘導 肢 は軸関係の み に つ い て い え ば，相 対す る

もの どう し相互 に鏡像 関係を 示 し て い て ， 碓 井 （
’51）の サ ン シ

ョ ウ ウオ に お け る前 肢 の 同種間移植 に お い て

の Pa 位置 で の 過剰肢 が ， 各肢 間K 鏡豫関係 をな りた た せ る よ うな生成位置 と極性 を示 し た結果 と考 えあわ

（ 9 ）
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せ る と，特 定部位 が誘導 に 関係 す る と い う よ りむ し ろ，正常肢 と移植肢 の 軸 の 相互 関係 に お い て ，生成位 置

が 定ま る と考 え る の が妥 当な よ うK 思 う。 し か し こ の 結果 は ， ご く隈 られ た移植 の もと で 得 られ た もの で あ

り， そ れ を確 か め るた め に は 更 に 実験 を試 み る必 要 があ る。

　次 ic　Pa 位置 で の 誘導肢 と碓井 が 同位置 で 同種間移植 で 得 た 過剰 肢 と比較 して み よ う。

　碓井 C51）は サ ン シ
ョ ウ ウ オ 幼生の 後肢 前域 Pa 位置 に お け る 前 肢 の 同種間移植 で ，移植 肢 と密接 に 関係

す る過剽肢 （ST 肢） と 正常肢 と密接 に 関係す る 過剰 肢 （SH 肢 ） の 二 種の 過剰 肢 を区別し て い る。　 こ の 二

種 の 過 剰 肢 は 種 々 の 点 で 違 い が み られ る
。 す なわ ち ST 肢 は dv 移植 で よ く発 生 し ， 移植肢 （前肢） と同 じ

種 別 （前肢） で 且 こ れ と尺骨 型 の 鏡像 をな し移植 肢 の 重複 した形を と り， 部分分化の 際は 先端型 と な る。こ

n は 側腹後半 に お け る 同 極 問 移 植 trcよ り生 じ る過剰 肢一
般 に 共通 に み られ る性質で あ る と い う。

一方 SH 肢

は 宿主 肢 と同 じ後肢で ，aa 移植 で 移植 肢 と宿主肢 の 間 に 非常 に ょ く発生 し，部分分化 の 際 は基部 型 となる。

ap 移植 で は ap ・dv 移植 で 僅か に 移植肢 の 前方 に 発 生 し 誰和肢 で あ り部分分 fヒの 場合先 端 型 の 傾 向があ る。

こ れ ら両種の 肢 が 区別 され る こ とは ，
Pa 位 置 で は 生 成機構 の 異 な っ た過剰肢 の 得 られ る こ と を示 し て い る。

　本実 験 に オ到 〔 て ，大 部 分 の 場 合 ， ．L述 の よ うに 移植 肢 ・誘導肢 ・正常肢 は ， 軸関係 に 関 して い え ぱ ， 格対

す る もの ど 5 し相互 に 鏡塚関係を示 して い る。と えろが Pa 位置 で の ap 移植 に お い て
， 移植 肢 前 方 に 生 じ

た 調 和 的 な 誘導肢 の ほ か に ，移植 肢 と 正常後肢 の 間 lcthじた第 2 の 誘 潮 攴は不調和膜 で ，こ れ は正常後肢 と

は 鏡像 を な す が ， 移植肢 とは 鏡像 をな して い な い
。 部分分化肢 が 得 られ れ ば さ らに 結果 の 判定 に 好都 合で あ

っ たが，す くな く と も こ の 例 外 的 な 誘導肢 は，こ の 位置 で 異 目問移植に お い て も，

一
般誘導肢 の ほ か に 碓 井

の い う SH 肢 の 生 じる可 能性 を示 竣 して い る もの の よ うに 思 わ れ る 。
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　　Ahindllmb 　bud　or 　Bttfo　vt‘tgaris　was 　 transplanted 　 to　 young 　 larvae　 of 　 7
’
riturus 拓 ア rhogaster

with 　the 　purpQse 　Qf 　studying 　the　factσ rs 　governing 　the　監aterality 　of 　the 　hornoiogenetically　induced

hmb ・ The　graft　at 　stages 　1・51ho 　2！1　was 　 placcd　 on　 the
「
mid 一日ank （1  a 重i。 n　M ） or 　to　the 　site　just

anterior 　 to　 the　 normal 　 hindlimb 　（1  ation 　Pa ） of 　the 　 host　 at　 stages 　44　to　45．　The 　orientation 　of

the 　graft　was 　 aa ・dd　as　wcll 　as 　ap ・dd、

（ 10 ）
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   The  transplafited  anuran  limb  bud  did not  develop wel{  on  the  host, and  about  half of  
them

were  Tesorbed  completely,  whereas  in some  favDurable cases  (25 per cent)  the  skelten  with  every

plece of  cartilage  differentiated in its interior, and  its Iaterality ceuld  be determincd,

   Since most  of  the induced {imbs obtalned  in the  location M  as  well  as  in the  Iocation Pa  were

weLl  difllerentiated hindtimbs,  both lecations may  be  jugded as  belonging  te  the  hindlimb  field. 

'

   According  to Oka  ('43, 
'52),

 the  latera}ity ef  the  induced lirnb in cacb  limb  field is determined

principaUy  by  the  relatlyc  pos;tion of  that  limb  to the  transplant  and  to the  normal  host limb, but

no  relatien  was  found  bet-'een the  side  of  transplant  en  which  the induced  limb  was  formed  and

the  erientation  of  the transplant,

   Although  Oka's  rules  were  established  on  the  results  ebtained  in the  region  adjacent  
to

 
the

 
nor-

mal  host limb, whcre  the  supernumerary  ]imb  formation  by the  shifting  of  the  norrnal  limb  material

                                                                              ,
might  be  possible CHumphrey, 

'33;
 Takaya,  

'41;

 Usui, 
'51),

 the  results  of  thc  present experiment

showed
 that  his ruies

 also  hold true  to the laterality of  the  induced  limb  at  the  mid-flank  region,

far from the  host normal  ]imbs.

   In the  prescnt work,  however,  a clese  re!ation  was  obserbed  between  the  relative  position of  the

induced limb  to the  transplant  and  the  oTientation  of  the  transplant.  Thus, in the  aa.dd-transplan-

tations  the  induced  Iimbs occurred  on  the caadal  side  of  the transplant,  i.e., between  the  transplant

and
 the normal  hindLimb,  and  they  werc  disharmonic  {pola[ity: ap.  dd); in the  ap.  dd-transplanta-

tiens  the  induced  limbs were  formed at  the  site  cranial  to  the  transplant,  i. e,,  on  the  oposite  side  Df

the  transplant  a$  seen  from  the  host hindlimb,  and  they  were  harmonic  (polarity: aa,  dd). Attent{on

may  be called  to the  fact that  these  relations  were  scen  even  when  the graft had  been resorbed  com-

pletely.

   For the  diflercnce between  Oka's  results  and  those  of  the  present werk  concerning  the  relation  be-

twecn  the  pesition of  thc  induccd  l;mb andthe  orientation  of  the  transplant,  it is likely that  
the

 
fact,

that  the  graft in the prescnt work  advanced  s!ightly  in age  in cornparison  with  those  used  inOka'$

experiment,  is rcsponsib!e.
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